
 会 議 記 録（要 点 筆 記） 

会議の名称 総務文教委員会（請願審査） 

開催日時 令和５年９月２６日（火）午前１０時から１２時８分 

開催場所 宮代町役場議会室 

委員出席者 

委 員 長  西村 茂久 

副委員長  土渕 保美 

委  員  丸藤 栄一 

丸山 妙子 

泉 伸一郎 

  塚村 香織 

議  長  合川 泰治 

事務局 押田事務局長 青木主幹 

会議の議題 
請願第 1 号「杉戸町・宮代町の合併の是非を問うアンケート

の実施を求める請願書」 

会議資料 請願（写し） 

公開・非公開の別 公開 

紹介議員 小河原 正 議員 

請願者 金子正志氏 宮原一夫氏 

傍聴者数 １１名 

 

〇質疑 

塚村委員：合併の選択肢は杉戸町だけなのか伺います。 

請願人：宮代町は過去２回合併に関するアンケート平成１４年、２６年に実施していま

す。７割が杉戸町と合併するのが望ましいとの結果が出ております。 

塚村委員：杉戸町の財政状況について把握されていたら教えていただきたい。 

請願人 ：宮代町と同様に財政的に厳しくなると認識しております。 

塚村委員：杉戸町では宮代町との合併に関する住民アンケートが行なわれているのか伺

います。 

請願人 ：平成１４年以降杉戸町では、合併に関するアンケートは実施されておりませ

ん。 

泉委員 ：今は経済困窮者に対して支援をすることが優先されるべきで、合併を進める

のはいかがなものかと思います。この点についてお伺いします 

請願人 ：宮代町の財政はますます厳しくなると思われます。生活困窮者も増加してい

るのではないかと思われます。合併に関しては、時間がかかります。従って、

今こそアンケートの実施をするべきです。ためらう理由は全くございません。 



泉委員 ：合併は自分の町だけでは達成できないので、相手町に配慮しなければなら

ないと思います。時期についてもう少し考えたほうが良いと思います。 

請願人 ：両町は今より町財政、町民の生活が苦しくなるのは明らかです。今から準

備したとしても３年経過してしまいます。 

丸山委員：請願者は杉戸町との合併についてのアンケートにこだわっていますが、今

までのアンケートは近隣市町が対象だったと思います。この点についてお聞

かせ下さい。 

請願人 ：合併の枠組みは平成の大合併の際、国の指導で春日部、庄和、杉戸、宮代

の枠組みでしたが、杉戸、宮代が合併できなかったという経緯があります。

まず、杉戸と合併して自治体の体力をつけることが必要だと考えている。 

丸山委員：宮代町に住んでよかったと思っていた人達にアンケート結果を見て、不安

を生じさせないか懸念があります。それをどう考えるかお聞かせください。 

請願人 ：合併というのは、杉戸町と宮代町が財政を１つにして、財政を強くすると

いう大きな目標があります。特に、宮代町は財政力が非常に弱い。人口も減

少していく。そういった懸念を減らすために、合併で財政力を強くする考え

です。 

丸山委員：杉戸町の特にいい点をお聞かせください。 

請願人 ：確実に言えるのは、法人が宮代町より圧倒的に多く、法人税も多いという

ことが魅力の一つだと思います。 

丸山委員：宮代町・杉戸町が合併して何がよくなるのか、また、今進めている事業が

無くなりはしないかと不安も出てきます。どのように考えているのかお聞か

せください。 

請願人 色々な問題を前向きに進めていく。これが宮代町の大きな当面の課題ではな

いかと思います。 

丸藤委員：平成の大合併についてどのように評価されているのかまた、住民投票につ

いての評価についてもお願いします。 

請願人 ：1 市 3 町の合併が破綻した後、再度、杉戸・宮代で合併の議決をしました

が、宮代町では否決され合併できませんでした。もし合併していれば、220

億円を特例債として、国から交付されたと思われます。住民投票については、

町として初めての経験でした。議員の中にも春日部、久喜に分かれていたよ

うに感じました。 

丸藤委員：人口は減り続け、住民税は減少し、単独行政は行き詰まると言っていまし

たが、合併しても同じだと思うのですが、それについての考えは。 

    また、出生数は過去最低、人口減少は加速している。合併した市町も同じこ

とがいえると思いますが、この点についての確認をさせていただきます。 



請願人 ：宮代町だけ人口が減らないということはありえないです。ですから合併し

て、少子高齢化が進むから事前準備として、行政の効率化を進めておくとい

う考えです。 

丸藤委員：重複する組織を合併で一つにして、財政的に効率化を図る。というような

ことでしたが、経費面の効率が悪いだけでまちづくりを進めていくのか、お

尋ねします。 

請願人 ：宮代町の財政状況は非常に厳しいと言わざるを負えない。小中学校の建て

替え時期が迫っている状況で、他のインフラ整備に対応できるのか不安です。

お金がないからインフラ整備ができないとは言えません。財政を一つにすれ

ば、効率性は増すというメリットの一つとして言わせていただきました。 

丸藤委員：杉戸町にあたえる影響についてどのように考えていますか。 

請願人 ：お互いに与える影響はプラスの方がはるかに大きいと思います。お互いの

強みである杉戸町の道路網をしっかりする。宮代町は鉄道が走っている。都

市計画がしやすくなると考えられます。 

 

〇討論 

賛成討論 ０名   

反対討論 ３名 （土渕委員、塚村委員、丸山委員） 

 

〇採決  

賛成者０名  

反対者５名 

 

〇結果   

総務文教委員会に付託された請願第 1 号「杉戸町・宮代町の合併の是非を問 

うアンケートの実施を求める請願書」の審議結果は不採択とされた。 


